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所長ガ任の機．會に
　　　　　　　　　　　　　　・じ翠’　　　　　　　　　　　　　　　　．！

　　　　　　　　　　　　敷窟寛九郎　，　・
　　　　　　k　　　　　　　　　　　’
　昭和24年6月東京大學に生薩按術研究所が設置ざれkとき，初代所長となられ

た瀬藤激授一私にとつては先生とよぶべき人であb，またそれが一番tfッタリす

るのであるが一は，東大の定年申合にしたがつて去る3月31目に東大を去られ

tteその結箔私が2代目所長畷を汚すことになつゆであるが，丈宇通購す

のではないかということをおそれている。

　いうtて亀なく，瀬藤前所長は昭和16年東大に第ニ工學部を設置することが決

蜜されたときから，その設立準傭の直接責任者として，學部の建設，獣援陣の整備
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に嚢食を忘れ，當時すでに相當窮属になつていた賛材や勢力の調達にあらゆる悪條件を克服して，豫定通り翌17年4

月には420人の新入學生を迎える事を可能にされk人である。その後の3年間初代第二工學部長として，また絡職後第

ニェ學部の腹止7生産技術研究所の設置が決窟されると，二度目の第二工學部長、初代の生産按術研究所長として，再び

この困難な仕事に當つてこれを完成し，第二1工學部の閉鎖と日を同じくレて東大を去られた。第ニェ學部も生産按術研

究所もともに，同先生に負うところがVカに大きかつたかは私が改めていう蜜でもなくすでに多くの人が認めてVる。

　上に述ぺたよケに東大搬工學部は，去る3月31日をもつズ浦9年の歴史に絡止符を打つた。そしてその後に生れ、

尭生産按衛研究所は，激授35人，助教授墾人を含む職員総敏450人に近い，大學附置研究所と．してぱ，わが國最

大の規膜を持つものとして，一懸の完成を見るに至つたのである。　　　　　　　　　　　　　　唱

生酸繍究所の齢と・その帥專門頒診こついてtt・縮飾1號（昭和24・rp・10月）礪繭賑躍かれた
から，ここに再び寵すことはしないが，重ねて述べ：ζおきたいと思うことが少しある。

　去る2月下旬，．瀬藤先生はその訣別配念特別講華．（本誌昭和26年4月號掲載）において，電氣工學を中心としたわ

が國の工學と工業について語り，西承および米國におけるそれらと異なり，わ力國では明治維新の後，エ學はエ學とし

て，エ業はエ業として，それぞれ獅立のルートによつて直接外國から轍入されたものが多く，その結果として，．霧のお

のの分野における硬達は非常に巨ざましいものがあotzaけれども，爾者間の結びつきはまたおどろくほど低調であつ差

ことを明かにして・これがわが國の工學およびエme．．tset－6s｛き鰯勲をなしていると繍された．

　これは軍に電氣干學における現象というものではなく，他の分野においても同様，或｝訂それ以上ではなVtと私も思

う。生産技術研究所は，このような弱黙の強化を目指しているのであるから，これに蜘する所罵研究者の努力が要望さ

れることetL）うまでもないが，その使命達成には・工業界の協力酸助とが極めて大切であることを廣く知つていただ

きたいのであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　，

　昨年4月から本年3月に至る1年闘に外部から，研究や試験試作を依頼されたいわゆる萎託研究は合計27件，それ

閾する魏餅究購勲100萬圓であつたが・・の．ほかに欄や識片親品で亥給されたものを鱒に腋れば，

それだけでこれを上圓るものと思われる。この實績は決して誇り得るものではないが，蛋足直後であることを考えれ

ば鵬來はか勧鯉であると思つて・・る・今報は少くもこり3倍に罐するであろうとmaしているが，この制度

の利用都一醐加して・研究所の使継畔効果をあげること締望しicやまない。

　もとより生研が，委託研究のみを行う機關でないことはいうまでもなく，研究所自腱の乏しい豫算の申から約400萬

麟拙して・これを1聯め欄試蜘・築中的に醐して・急速峨果を翠げる・とに努力している．すでitmsvata

磯置は相當の鰍を難する騰雌み趨素難灘2年に械る所内の識をmsつて，近く鵬蟻賦鰍と
の姻研究として，入幡においてec化iteeが行bhようとす磁燵した．その魑計頻計，繍波職計，4型

繍鋤隅擁力購引騰が近くi目＊いで鐵観爾定であり・Sitme工騨蜥においてrmした齢
騎概試作as　l　eessとすれば・その第2號ともいうべき徽が鰍鰍てには，生研に鮒肪れ硯込で，醸を

殻謝碍腱の蝶はその主賂分を押・完了した・・のほ瀟究儲自が・それぞれの專門脚・紛磁鮒
研究を行いつつあつて，やがて中間試験に進もうとしているものもいくつかあり，近い將來において生研ヵ相當の業縫

をあげるであろうことlt　私の信じて疑わないところであるご

・かレ鰻齢磯野辮・れ・鋤の成勲學げ・ために謂羨しなければならな嘲題は綿喚覇

賊囎額設備の轄燃人員囎加・職員の糊改齢瀧上等この蹴所鮒醐題としてseweさ練いことが
多く，ことに私の微力をも？ては打開困難な問題ばかりであるが，｝力を傾けて一歩つつても鵬進したいと考えている。
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